
ＪＡしみず 夏の体験学習 委託業務実施報告書 

『森林散策とマイ箸づくり』 

１ 実施日時 2015年８月 29日 10：00～14：30 

２ 場所   高山・市民の森（静岡市葵区水見色） 

３ インストラクター 内野、矢下、小嶋   

４ 参加者  ３６人 （大人 １６人、こども ２０人） 

５ 概要 

   午前の森林散策はあいにく出発直前から雨模様となってしまいました。

しかし、参加者の皆さんは『こんな山奥までマイクロバスにゆられどこへ

連れて行かれるんだろうと心配していたらこんな素敵なところに連れて

きてもらった。少しぐらいの雨は気にしないからとにかく行きましょう、

行きましょう！』とカッパと長靴で元気良く飛び出しました。 

参加者を、頂上を目指すグループと高山の池周辺を散策するグループと

の二つのグループに分けて散策を実施しました。 

   池の周辺で散策するグループはアリジゴクの巣を観察したり、キハダの

樹皮を味わったり、クロモジやクサギの香りを楽しんでいましたが雨脚が

強くなり仕方なく森の恵に戻って皆でキブシのずいを飛ばす鉄砲遊びで

盛り上がりました。また、パソコンでの紙芝居を上映して森の大切さを学

びました。幼児も画面にくぎ付けでした。 

   頂上を目指したグループは針葉樹林（スギ、ヒノキ）の中でフィトンチ

ッドを存分に吸収しながらの森林浴でした。樹林の中では小雨が降ってい

ても濡れないことを学習したり、森が整備されていれば降った雨は地中に

しみ込んで山崩れや、洪水を防ぐことも学びました。林道に出たところで

大きなキリの葉っぱを見つけ、子どもたちはこれを傘代わりにして頂上に

到着しました。こちらのグループもクロモジ、クサギ、ヤマコウバシなど

葉っぱや茎の香りを嗅いだり、ガマズミの実を食べて『あまーい、でも種

の周りはべたべたしてる。』などと楽しみました。帰りの林道ではカモシ

カに遭遇してしばし睨めっこ状態、また雲の切れ目から大山（おおやま）

の尾根が見えた時は『オー、修験道みたい』との声も聞かれました。 

   午後からはマイ箸づくりに挑戦してカンナの使い方に苦労したり、削 

  る方向を間違えて深く入りすぎたり悪戦苦闘しながらも完成前には思い 

思いにバーニングペンでイニシャルや絵を入れていました。参加者の中 

にはお父さんへのお土産を作っている子もありそれぞれ楽しんでおりま 

した。あいにくの天候でしたが怪我もなく無事終了できました。 



   

     

さー出発だー！              キブシの鉄砲 

 

  

樹林の中は雨でもへっちゃらよ    カモシカ（前方黒い物体）と睨めっこ 

 

  

マイ箸つくるぞ～           バーニングペンで仕上げだよ 

 

 

 


